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東大和市 シルバー人材センター広報誌
公益社団法人

〒 207-0015 東大和市中央3-912-3
電話 042-565-0531 FAX 042-566-2308 https://www.silver-center.org/

正会員数

(７月１日現在)

男性 421名

女性 177名

合計 598名
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東大和市議会議長
東口正美 様

シルバー人材センター
会長 立石孝義

シルバー人材センター
名誉会長・東大和市長

和地仁美 様

会
員
の
表
彰

令
和
５
年
６
月
23
日
（
金
）
午
後

１
時
よ
り
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
令
和
５
年
度
定
時
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

会
員
数
５
７
７
名
の
内
、
出
席
者

総
数
４
５
２
名
、
内
訳
は
会
場
出
席

者
７
３
名
、
委
任
状
提
出
者
３
６
８

名
、
議
決
権
行
使
書
提
出
者
１
１
名

で
し
た
。

当
日
は
、
名
誉
会
長
・
東
大
和
市

長

和
地
仁
美
様
、
東
大
和
市
議
会

議
長

東
口
正
美
様
、
東
大
和
市
議

会
厚
生
文
教
委
員
会
委
員
長

荒
幡

伸
一
様
、
東
大
和
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
会
長

関

清
一
様
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

始
め
に
、
立
石
孝
義
会
長
か
ら
挨

拶
を
申
し
上
げ
、
続
い
て
名
誉
会
長

（
市
長
）
、
東
大
和
市
議
会
議
長
の

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
東
大
和
市
議

会
厚
生
文
教
委
員
会
委
員
長
、
及
び

東
大
和
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
の
ご
紹
介
を
い
た
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
会
長
が
仮
議
長
に
就
任

し
た
の
ち
、
定
足
数
を
確
認
し
、
議

長
に
立
石
会
長
を
選
任
し
て
、
議
事

進
行
を
行
い
ま
し
た
。

議

事

一
、
報
告
事
項

①
第
１
号
報
告

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
の
事
業
報

告
の
件

二
、
決
議
事
項

①
第
１
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
３
月
31
日
ま
で
の
計
算
書

類
等
の
承
認
の
件

②
第
２
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理
事
11
名
の
選
任
の
件

③
第
３
号
議
案

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

監
事
１
名
の
選
任
の
件

総
会
は
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
議

事
が
進
め
ら
れ
、
４
件
の
議
事
案
件

に
つ
い
て
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

定
時
総
会
終
了
後
、
令
和
５
年
度

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
会
員
表
彰
と
し
て
平

成
25
年
４
月
か
ら
令
和
５
年
３
月
の

10
年
間
に 

70
％
以
上
就
業
さ
れ
た
21

名
の
方
（
敬
称
略
・
入
会
順
）

石
川

吉
次

横
堀

京
子

伊
藤

卓
子

原

節
子

原

康
夫

高
萩

一
英

清
本

順
子

百
瀬

和
麿

熊
谷

侯
彦

橋
本

孝
史

石
飛

啓
子

桃
原

俊
幸

坂
井

吉
身

星
田

進

秋
山

正
光

吉
田

均

鈴
木

義
雄

橋
本

定
範

仲
沢

正
子

村
山

稔

大
石

吉
博

令
和
５
年
度

 

定
時
総
会
開
催

１０年間に７０％以上就業された方々
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続
い
て
、
令
和
５
年
３
月
現
在
、

そ
れ
以
前
に
５
年
間
継
続
し
て
就
業

さ
れ
た
年
齢
80
歳
以
上
の
21
名
の
方

（
敬
称
略
・
入
会
順
）

尾
亦

高
一

島
井

赳

真
野

武

島
田

耐
子

杉
本

雄
喜

増
田

康
彦

木
暮

明
彦

尾
川

正
昭

佐
藤

祀
夫

山
田

恭
司

月
輪

廣
行

本
山
千
代
子

杉
浦

洋
子

清
本

順
子

横
井

昇

鎌
田

正
雄

関

勝

山
口
イ
ネ
子

矢
村

勇

竹
内

茂

井
芹

郁
示

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
お
体
を
大
切
に
、
お

元
気
で
ご
活
躍
く
だ
さ
い
。

令
和
５
年
度
定
時
総
会
に
お
い
て
、

次
の
12
名
が
役
員
と
し
て
承
認
さ
れ
、

任
期
中
の
佐
藤
光
一
監
事
を
含
め
た

13
名
で
、
６
月
23
日
よ
り
ス
タ
ー
ト

い
た
し
ま
し
た
。

窪
田

進

内
田

孝
治

田
中

雅
城

峯

信
夫

西
永

宣
昭

橋
本

安
央

小
林
巳
喜
雄

村
林

應

福
田

一
彦

川
口 

荘
一

宮
田

智
雄

島
井

赳

５年間継続して就業された８０歳以上の方々

新役員体制

名
誉
会
長
・東
大
和
市
長

和
地

仁
美

公
益
社
団
法
人
東
大
和
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
名
誉
会
長
へ
の
就

任
に
際
し
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
様
々
な
制

限
が
続
き
ま
し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

峯
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
職
員
の
皆

様
に
よ
る
創
意
工
夫
を
積
み
重
ね
た

活
動
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
シ
ル
バ
ー
世
代
の
就
業
機
会

の
確
保
と
、
健
康
で
充
実
し
た
生
活

の
維
持
が
図
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り

感
謝
と
敬
意
を
表
す
も
の
で
あ
り
ま

す
。さ

て
、
我
が
国
は
世
界
で
も
類
を

見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
高
齢
化
が

進
ん
で
お
り
ま
す
。
一
方
「
人
生

１
０
０
年
時
代
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

新
役
員
体
制

長
寿
の
方
も
多
く
な
り
、
ま
だ
ま
だ

活
躍
で
き
る
高
齢
者
も
大
勢
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
高
齢
者
の
就
労

の
促
進
は
、
高
齢
者
が
つ
な
が
り
を

感
じ
、
心
と
身
体
の
健
康
を
維
持
で

き
る
効
果
的
な
方
法
の
一
つ
で
す
。

就
労
は
、
生
活
の
糧
の
獲
得
だ
け
で

な
く
、
生
き
が
い
、
社
会
貢
献
、
介

護
予
防
等
多
様
な
効
果
が
期
待
で
き

る
も
の
で
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
取
組
に
よ
り
、
会
員
の
皆
様

の
就
労
が
進
み
、
多
く
の
場
面
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
ご
活
躍
す
る
会
員

が
増
え
る
こ
と
は
、
他
の
高
齢
者
に

も
良
い
刺
激
と
な
り
、
活
力
あ
る
社

会
の
再
生
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
密
に

し
て
、
高
齢
者
の
就
労
に
よ
る
「
明

る
く
元
気
な
地
域
社
会
」
の
構
築
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
お

力
添
え
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆

様
の
ご
活
躍
・
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

名
誉
会
長
挨
拶
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４
月
１
日
付
で
、
広
沢
事
務
局
長

の
後
任
と
し
て
、
着
任
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
宮
田
智
雄

と
申
し
ま
す
。
日
々
、
緊
張
の
連
続

で
職
務
を
遂
行
す
る
中
、
会
員
の
皆

様
や
職
場
の
仲
間
に
支
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
早
４
か
月
が
経
過
し
た

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
や
世
界
情
勢
の

不
安
定
さ
は
、
社
会
経
済
活
動
は
も

と
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
に
お
き
ま
し
て
も
大
き
な
影
響

を
与
え
、
「
会
員
の
拡
大
」
及
び

「
就
業
機
会
の
確
保
」
は
重
要
課
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
事
務
局
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
創
意
工
夫
の
下
、

こ
の
難
局
に
立
ち
向
か
え
る
よ
う
専

心
し
て
ま
い
り
た
く
考
え
て
お
り
ま

す
。ど

う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

窪

田

進

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

暑
い
中
、
元
気
に
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
、
理
事
、
監
事
の
皆
様
の
ご

推
挙
を
い
た
だ
き
、
副
会
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

就
業
等
を
通
し
て
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
と
会
員
の
皆
様
が
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
せ
る
よ
う
環
境
整
備
の
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る 

「
自

主
・
自
立
」
「
共
働
・
共
助
」
を
ベ
ー

ス
に
会
員
の
皆
様
の
就
業
機
会
を
増
や

す
こ
と
、
そ
し
て
よ
り
一
層
、
安
全
で

楽
し
く
就
業
が
続
け
ら
れ
る
体
制
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

自
分
が
副
会
長
で
い
い
の
か
と
い
う

思
い
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
・
事
務
局

の
皆
様
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
頂
き
な

が
ら
、
会
長
を
補
佐
し
、
副
会
長
と
し

て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
努
力
す
る
所
存
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
定
時
総
会
後
の
臨
時
理

事
会
で
、
理
事
・
監
事
の
皆
様
よ
り

ご
推
挙
を
賜
り
、
会
長
に
就
任
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
重
責
で
も
あ

り
、
浅
学
の
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、

精
一
杯
、
努
力
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
事
業
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
基
本

理
念
、
「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・

共
助
」
を
基
に
、
地
域
社
会
へ
の
貢

献
と
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
へ
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
10
年
間
の
第
２
次
長

期
計
画
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
飛
躍

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
３
年
以
上
続
い
て
い
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
高
年

齢
者
雇
用
安
定
法
の
改
正
に
よ
り
65

歳
ま
で
の
雇
用
確
保
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
は
、
全
国
的
に
会
員
数
、

契
約
金
額
の
減
少
傾
向
が
続
い
て

お
り
ま
し
た
が
、
本
年
５
月
８
日

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
症
法
の
位
置
づ
け
が
、

５
類
感
染
症
に
移
行
し
た
こ
と
も

あ
り
、
徐
々
に
社
会
全
体
が
躍
動

し
始
め
、
入
会
者
数
や
契
約
件
数

も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

女
性
会
員
も
増
加
傾
向
に
あ
り
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

会
員
拡
大
に
向
け
て
は
、
上
部

団
体
に
よ
る
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
、
ま
た
、

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
バ
ス
車
内
放

送
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
で
の
宣

伝
、
新
聞
折
り
込
み
広
告
等
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

安
全
就
業
に
つ
い
て
は
、
「
安

全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
会
員
の

皆
様
に
は
安
全
就
業
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
安

全
に
就
業
す
る
た
め
に
は
、
健
康

に
留
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

知
識
や
経
験
を
生
か
し
、
安
全
に

就
業
す
る
こ
と
が
、
地
域
へ
の
貢

献
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

入
会
後
の
会
員
の
方
々
に
は
、

就
業
意
欲
を
高
め
て
も
ら
い
、
就

業
環
境
の
整
備
を
充
実
さ
せ
、
就

業
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

今
後
と
も
、
会
員
の
皆
様
の
安

全
第
一
と
ご
健
勝
、
そ
し
て
、
一

層
の
ご
発
展
を
願
い
、
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
挨
拶

【
会
長
挨
拶 

】

【
副
会
長
挨
拶 

】

【
常
務
理
事
兼

事
務
局
長
挨
拶 

】

峯

信

夫

宮 

田  

智 

雄
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委
員
長

西
永

宣
昭

令
和
５
年
度
の
新
た
な
総
務
委
員
会

体
制
の
中
で
、
委
員
長
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
指
導
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
度
の
総
務
委
員
会
の
事
業

は
、
総
務
委
員
会
の
任
務
で
あ
る
福
利

厚
生
事
業
を
は
じ
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
組
織
課
題
へ
の
取

組
な
ど
、
総
合
的
な
懸
案
事
項
を
事
務

局
並
び
に
委
員
の
皆
さ
ん
の
活
発
な
意

見
の
も
と
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

➀
「
特
殊
詐
欺
・
悪
質
商
法
等
の
被
害

防
止
」
講
演
会
を
９
月
15
日
（
金
）

中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。
参
加

者
の
募
集
と
講
演
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
別
紙
の
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

②
「
会
員
作
品
展
」
は
、
12
月
開
催
に

向
け
て
準
備
し
て
い
き
ま
す
。
出
店

作
品
数
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
は
、
昨
年
、
雨

天
の
た
め
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、

令
和
６
年
３
月
に
実
施
予
定
で
す
。

曽
根
副
委
員
長
（
会
員
）
、
村
林
委

員
（
理
事
）
、
川
田
委
員
（
会
員
）
、

峯
岸
委
員
（
会
員
）
と
も
ど
も
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

総
務
委
員
会

委
員
長

田
中

雅
城

こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
多

く
の
事
業
活
動
が
制
限
さ
れ
て
き
た
が
、

感
染
状
況
も
や
や
落
ち
着
い
て
き
た
の

で
、
引
き
続
き
状
況
を
見
な
が
ら
事
業

活
動
を
平
常
時
に
戻
し
て
い
く
予
定
。

①
事
業
委
員
会
：
毎
月
の
第
２
火
曜
日

14
時
～
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
。

②
新
入
会
員
研
修
会
：
毎
月
理
事
会
の

翌
日
に
開
催
し
、
セ
ン
タ
ー
の
仕
組

み
や
就
業
時
の
注
意
事
項
な
ど
、
会

員
と
し
て
必
要
な
基
礎
知
識
を
習
得

し
て
も
ら
う
。

③
接
遇
研
修
会
：
会
員
の
接
遇
ス
キ
ル

向
上
の
た
め
、
外
部
の
専
門
講
師
を

招
き
、
２
日
間
（
午
前
・
午
後
）
計

４
回
開
催
予
定
。
受
講
対
象
と
な
る

職
群
班
や
会
員
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。

④
就
業
相
談
：
毎
月
第
３
火
曜
日
に
セ

ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催
予
定
。

⑤
就
業
開
拓
：
取
引
額
上
位
20
社
を
中

心
に
企
業
表
敬
訪
問
を
９
月
中
旬
に

再
開
予
定
。
継
続
受
注
へ
の
御
礼
と

会
員
の
就
業
状
況
の
把
握
や
追
加
受

注
な
ど
の
深
堀
を
目
指
す
。

⑥
事
業
報
告
会
：
事
業
実
績
の
中
間
報

告
以
外
に
イ
ベ
ン
ト
的
要
素
も
加
え

て
２
月
に
開
催
予
定
。

委
員
会
メ
ン
バ
ー
は
、
田
中(

理
事)

委
員
長
、
木
川
副
委
員
長
、
小
林
・
村

林
・
松
堂
各
委
員
で
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
委
員
会

委
員
長

福
田

一
彦

こ
の
度
、
広
報
委
員
会
委
員
の
方
々

に
推
挙
い
た
だ
き
ま
し
て
前
遠
藤
委
員

長
の
後
任
で
委
員
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
事
務
局
及
び
委
員
の
皆
様
と

協
力
し
て
運
営
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
染
症
も
よ
う
や
く
減
少
の
気
配
が
見

え
始
め
、
国
の
規
制
も
緩
和
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
今
後
例
年
通
り
の
活
動
が
出

来
る
事
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

広
報
委
員
会
と
し
て
は
令
和
５
年
度

の
活
動
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

①
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
セ
ン

タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

②
10
月
：
道
路
美
化
清
掃
を
行
い
、
日

頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
市
民
の
皆

様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
示
す
と
と
も

に
、
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
に
務
め
て
ま

い
り
ま
す
。

③
11
月
：
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
福

祉
祭
に
出
店
し
、
売
上
金
を
寄
付
い

た
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

④
広
報
誌
「
け
や
き
」
の
発
行
に
向
け

て
、
例
年
通
り
の
活
動
を
し
て
い
き

ま
す
。
皆
様
か
ら
の
投
稿
が
少
な
く
、

誌
面
作
り
に
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 広

報
委
員
会

委
員
長

窪
田

進

安
全
管
理
委
員
会
で
は
、
令
和
５
年

度
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
も
落
ち

着
い
て
き
た
こ
と
か
ら
、
以
下
の
活
動

を
展
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

①
安
全
就
業
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

実
施
日
：
５
月
18
日(

木)

対
象
職
群
：
植
木
班

場
所
：
湖
畔

個
人
宅

②
令
和
５
年
度
健
康
診
断
受
診
調
査

回
収
率
：
７
７
％

受
診
率
：
９
１
％

③
安
全
だ
よ
り
46
号
発
行

④
熱
中
症
予
防
講
習
会
の
開
催

７
月
３
日(

月)

、
大
塚
製
薬
（
株
）

に
講
師
を
依
頼
。
屋
外
作
業
の
職
群

を
対
象
に
20
名
が
参
加
。

⑤
安
全
管
理
委
員
会
組
織
再
編
成

前
役
員
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
長
、

副
委
員
長
が
就
任
し
、
新
任
委
員
7

名
を
含
め
、
総
勢
11
名
で
、
気
持
ち

も
新
た
に
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

⑥
今
後
の
予
定

応
急
救
護
訓
練
や
転
倒
予
防
講
習
会

な
ど
の
各
種
安
全
講
習
会
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
積

極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
役
員
や
委
員
に
よ
る
安
全
就
業

パ
ト
ロ
ー
ル
も
引
き
続
き
行
う
予
定

で
す
。 安

全
管
理
委
員
会



第１４ 5 号 け や き 令和５年8月 発行

6

会
員
寄
稿

三
、
「
な
ぜ
山
に
登
る
の
か
」
こ
の
問
い
に

対
す
る
私
の
答
え
は
次
の
４
つ
で
あ
る
。

①

友
達
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
い
。

汗
を
流
し
、
達
成
感
を
味
わ
い
た
い
。

登
山
を
始
め
て
数
年
間
は
右
の
よ
う

な
考
え
で
、
私
は
山
に
登
っ
て
い
た
。

年
齢
を
重
ね
る
と
考
え
は
変
わ
っ
て
い

っ
た
。

②

大
自
然
に
触
れ
会
い
た
い
。
癒
さ
れ

た
い
。
新
鮮
な
空
気
を
吸
い
た
い
。
一

人
に
な
っ
て
自
分
に
向
き
合
い
た
い
。

社
会
人
に
な
る
と
、
人
間
社
会
の
色
々

な
煩
わ
し
さ
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
と
思

う
こ
と
が
た
び
た
び
あ
る
。
自
分
の
精

神
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に

山
に
登
る
の
で
あ
る
。

③

限
界
へ
の
挑
戦
、
探
求
心
、
好
奇
心
。

何
年
も
山
登
り
を
続
け
て
い
る
と
、

自
分
の
体
力
の
限
界
は
ど
れ
程
か
知
り

た
く
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
あ
る
山
の

山
頂
に
立
つ
と
、
い
く
つ
も
山
が
見
え

て
、
次
は
あ
の
山
が
知
り
た
い
と
い
う

探
求
心
、
好
奇
心
が
自
然
と
湧
き
上
が

っ
て
く
る
の
だ
。

④

大
自
然
の
中
を
歩
い
て
汗
を
流
し
、

心
身
の
健
康
を
養
う
た
め
。

70
才
を
過
ぎ
る
と
、
何
も
や
ら
な
け 

れ
ば
体
力
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
い
く
。

人
生
百
年
時
代
、
30
年
先
を
考
え
る
と
、

体
力
を
落
と
さ
ず
健
康
に
生
き
る
こ
と

が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
。

    

こ
の
先
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
仕
事
を
続
け
て
い
く
た
め
に
も
、
私

は
山
登
り
を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

二
、
山
登
り
の
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出

私
の
初
め
て
の
山
登
り
は
、
今
か
ら
50

年
以
上
前
の
高
校
一
年
の
時
で
あ
る
。
ク

ラ
ス
の
友
達
に
誘
わ
れ
て
４
人
で
奥
多
摩

の
川
苔
山
（
１
３
６
３
ｍ
）
に
登
っ
た
。

そ
の
頃
は
貧
し
く
、
千
円
の
交
通
費
を

工
面
す
る
の
も
苦
労
し
た
。
登
山
靴
を
買

う
お
金
も
な
い
の
で
、
普
段
の
運
動
靴
で

登
っ
た
。

奥
多
摩
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、
川
乗
橋

で
下
車
。
林
道
に
沿
っ
て
百
尋
の
滝
ま
で

１
時
間
半
で
着
く
。
そ
こ
か
ら
山
頂
ま
で

急
傾
斜
の
登
り
が
２
時
間
続
く
。
初
め
て

の
登
山
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
登
り
が
か
な

り
き
つ
か
っ
た
。

や
っ
と
の
思
い
で
山
頂
に
立
っ
た
。
山

頂
の
景
色
は
、
全
く
覚
え
て
い
な
い
。
記

憶
に
残
っ
た
の
は
「
き
つ
か
っ
た
」
こ
と

だ
け
だ
っ
た
が
、
山
は
好
き
に
な
っ
た
。

高
校
二
年
に
な
り
、
東
京
の
最
高
峰
、

雲
取
山
（
２
０
１
７
ｍ
）
に
登
ろ
う
と
い

う
話
に
な
り
、
例
の
４
人
で
、
夏
休
み
に

登
る
こ
と
に
な
っ
た
。

２
０
０
０
ｍ
級
の
山
に
登
る
の
は
、
み

ん
な
初
め
て
な
の
で
興
奮
し
て
い
た
。
鴨

沢
か
ら
雲
取
山
山
頂
ま
で
距
離
11
㎞
、
標

高
差
約
１
５
０
０
ｍ
あ
る
の
で
、
６
時
間

は
か
か
る
。

炎
天
下
の
８
月
の
登
山
は
暑
く
、
み
ん

な
汗
が
ダ
ラ
ダ
ラ
だ
。
喉
が
渇
く
か
ら
水

を
飲
む
。
３
時
間
で
石
尾
根
の
稜
線
に
辿

り
着
い
た
時
に
は
水
筒
の
水
は
空
に
な
っ

て
い
た
。
そ
こ
か
ら
山
頂
ま
で
４
㎞
は
、

喉
の
渇
き
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

表
紙
の
絵
は
、
鷹
ノ
巣
山
頂
か
ら
の
富

士
展
望
で
あ
る
。
ま
た
、
西
に
目
を
や
れ

ば
、
白
銀
に
輝
く
南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が

一
望
さ
れ
る
。
さ
ら
に
丹
沢
や
、
奥
多
摩

の
山
々
が
続
く
。
東
京
で
一
番
展
望
の
良

い
山
で
あ
る
。

一
、
鷹
ノ
巣
山
の
登
山
ル
ー
ト

①

奥
多
摩
駅
か
ら
六
ツ
石
山
を
経
て
、

山
頂
コ
ー
ス
タ
イ
ム
６
時
間
20
分
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
山
頂
ま
で
の
距

離
が
10
㎞
を
超
え
る
た
め
、
か
な
り

の
体
力
が
必
要
。
し
か
し
、
比
較
的

緩
や
か
な
登
り
が
続
く
（
平
均
斜
度

８
度
）
。

②

峰
谷
バ
ス
停
か
ら
浅
間
尾
根
を
経

て
山
頂
コ
ー
ス
タ
イ
ム
３
時
間
20
分
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
奥
多
摩
駅
か
ら

バ
ス
で
30
分
弱
で
峰
谷
集
落
に
着
く
。

一
時
間
ほ
ど
歩
く
と
浅
間
尾
根
に
辿

り
つ
く
。
こ
の
尾
根
の
１
３
０
０
ｍ

～
１
５
０
０
ｍ
の
広
葉
樹
（
ミ
ズ
ナ

ラ
）
の
樹
林
帯
は
、
最
高
に
美
し
い
。

尾
根
の
幅
も
十
分
広
く
穏
や
か
で
、

本
当
に
気
持
ち
が
い
い
山
歩
き
が
楽

し
め
る
。

③

倉
戸
山
、
榧
ノ
木
山
，
水
根
山
を

経
て
山
頂
タ
イ
ム
４
時
間
40
分
。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
３
つ
の
山
を
越

え
て
い
く
の
で
、
か
な
り
き
つ
い
登

り
が
強
い
ら
れ
る
。
山
頂
ま
で
、  

７･

７
㎞
と
距
離
も
あ
る
。

自
己
の
精
神
と
身
体
を
鍛
え
る
に

は
有
効
な
コ
ー
ス
で
あ
る
。

「
人
生
と
山
登
り
」

 

新
堀
Ａ
班  

木
下

茂
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私
の
か
ら
だ
は
、
生
ま
れ
つ
き
ア
ル

コ
ー
ル
を
全
く
受
け
付
け
て
く
れ
ず
、

日
本
酒
は
せ
い
ぜ
い
盃
に
三
杯
か
四
杯
、

ビ
ー
ル
は
グ
ラ
ス
に
一
杯
が
限
度
で
、

そ
れ
以
上
飲
む
と
急
速
に
酔
い
が
ま
わ

り
、
気
分
が
悪
く
な
っ
て
醜
態
を
さ
ら

し
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
若
い
頃
は
、
飲

め
な
い
の
は
飲
み
足
り
な
い
か
ら
だ
、

〝
修
行
〟
を
積
め
ば
必
ず
飲
め
る
よ
う

に
な
る
、
と
い
う
先
輩
の
言
葉
を
信
じ

て
、
飲
め
な
い
酒
を
無
理
に
流
し
込
ん

で
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
飲
む
た
び
に
死
ぬ
思
い
を
す
る
だ

け
で
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
一
向
に
飲

め
る
よ
う
に
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
酒

な
ど
金
輪
際
飲
む
も
の
か
と
決
意
を
固

め
、
何
と
言
わ
れ
て
も
盃
は
手
に
し
な

い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
祝

杯
を
あ
げ
る
と
き
な
ど
は
、
盃
を
口
元

に
運
ぶ
だ
け
で
、
そ
の
場
を
取
り
繕
っ

て
き
ま
し
た
。

従
っ
て
、
私
に
は
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク

ハ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
酒
の
上
で
の
失

態
や
過
ち
と
い
っ
た
も
の
は
な
く
、
こ

の
歳
ま
で
無
難
に
世
渡
り
し
て
き
ま
し

た
が
、
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
こ
れ
は

こ
れ
で
何
と
な
く
物
足
り
な
く
も
あ
り
、

面
白
味
の
少
な
い
人
生
だ
っ
た
よ
う
に

も
思
え
て
き
ま
す
。

お
酒
と
い
う
の
は
大
変
便
利
な
も
の

で
、
初
対
面
の
人
と
の
距
離
も
「
ま
あ

一
杯
。
」
と
や
っ
て
い
る
う
ち
に
一
挙

に
縮
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
緊
張
感
や

警
戒
心
を
自
然
に
緩
め
て
、
人
間
関
係

を
円
滑
に
導
い
て
く
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
下
戸
（
げ
こ
＝
お
酒
が

飲
め
な
い
人
の
総
称
）
は
、
そ
う
し
た

お
酒
の
恩
恵
に
授
か
り
た
く
て
も
授
か

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
古
い
話
で
す

が
、
結
婚
す
る
こ
と
に
な
っ
て
初
め
て

家
内
の
実
家
へ
挨
拶
に
赴
い
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
義
父
と
差
し
向
か
い
に
な

っ
た
ま
で
は
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
私

が
下
戸
で
は
お
酒
を
差
し
つ
差
さ
れ
つ

す
る
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
仕
方
な
く
一

人
で
盃
を
傾
け
て
い
た
義
父
の
困
り
果

て
た
よ
う
な
表
情
を
思
い
浮
か
べ
る
と

本
当
に
申
し
訳
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

お
酒
の
楽
し
い
と
こ
ろ
は
、
日
頃
は

取
り
澄
ま
し
て
い
る
人
物
が
、
酔
っ
た

勢
い
で
、
つ
い
ポ
ロ
リ
と
本
音
や
本
性

を
露
呈
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
に
あ
り
、

そ
こ
が
ご
愛
嬌
と
も
い
え
る
の
で
す
が
、

下
戸
に
は
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
な
い
。

勧
め
ら
れ
て
も
決
し
て
飲
も
う
と
し
な

い
下
戸
の
態
度
は
、
か
た
く
な
で
可
愛

げ
の
な
い
も
の
に
見
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
私
は
か
つ
て
「
飲
め
な
い
奴
は
信

用
で
き
な
い
。
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
言
葉
の
意
味
は
わ

か
る
気
が
し
ま
す
。

「
次
に
生
ま
れ
て
き
た
と
き
は

（
お
酒
と
私
）
」

桜
が
丘
Ａ
班

池
野
哲
夫

お
酒
が
取
り
持
つ
縁
、
と
い
う
よ

う
に
、
人
付
き
合
い
だ
っ
て
お
酒
が

飲
め
た
ら
も
っ
と
広
が
っ
て
い
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

下
戸
は
、
気
の
合
う
仲
間
と
酒
場

に
行
っ
て
、
周
囲
が
盛
り
上
が
っ
て

い
て
も
ひ
と
り
だ
け
蚊
帳
の
外
。
ま

た
、
旅
先
で
洒
落
た
店
構
え
の
小
料

理
屋
を
見
つ
け
て
も
、
カ
ウ
ン
タ
ー

の
向
こ
う
か
ら
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

お
飲
み
物
は
何
を
？
」
と
聞
か
れ
る

と
、
つ
い
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
う
。

飲
む
方
に
は
お
わ
か
り
い
た
だ
け
ま

せ
ん
が
、
下
戸
と
は
そ
う
い
う
も
の

な
の
で
す
。

お
酒
を
飲
む
方
が
経
験
さ
れ
て
き

た
よ
う
な
、
酔
っ
た
と
き
の
快
い
至

福
の
ひ
と
と
き
。
一
度
で
い
い
か
ら

私
も
そ
ん
な
思
い
を
し
て
み
た
か
っ

た
。
「
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
鼻
が
も
う

少
し
低
か
っ
た
ら
、
世
界
の
歴
史
は

変
わ
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
」

と
い
う
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
お
酒
が

飲
め
た
ら
、
私
の
一
生
も
、
も
う
少

し
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

次
に
生
ま
れ
て
き
た
と
き
は
、
お

銚
子
の
一
～
二
本
は
空
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
で
あ
り
た
い
、
と
切
に

願
う
次
第
で
す
。

新
入
職
員
挨
拶

こ
の
た
び
７
月
１
日
よ
り
、

東
大
和
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
涌
井
祐
希
（
わ
く
い

ゆ
う
き
）
と
申
し
ま
す
。

前
職
で
は
、
信
用
金
庫
職
員

や
医
療
法
人
の
事
務
職
員
と
し

て
従
事
し
て
お
り
ま
し
た
。

趣
味
は
、
野
球
観
戦
や
パ
ン

ケ
ー
キ
を
食
べ
に
行
く
こ
と
で

す
。先

輩
方
か
ら
ご
指
導
を
い
た

だ
き
、
少
し
で
も
早
く
会
員
の

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
邁

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

涌

井

祐

希

会
員
寄
稿

6
月
30
日
付
け
で
、
氏
井
正

幸
主
任
が
退
職
し
た
こ
と
に
伴

い
ま
し
て
、
７
月
１
日
付
け
で

新
た
に
職
員
が
採
用
さ
れ
ま
し

た
。
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就
業
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み

電
話
ま
た
は
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
、
事
前
予
約
を

し
て
く
だ
さ
い
。

申し込み期限は、各月第２火曜日までです。電話042-565-0531

就業相談日 相談時間帯

2023年 8月15日(火) 12月19日(火) ①14：00
②14：30
③15：00
④15：30
⑤16：00
各時間１名

9月19日(火) 1月16日(火)

10月17日(火) 2月20日(火)

11月21日(火) 3月19日(火)

令和5年7月1日現在

センターの今後の予定

月 日 曜 日 時 間 内 容

8

9 水 9：00 入会説明会

15 火 予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

16 水 9：00 入会申込日

17 木 配分金振込

31 木 9：00 定例理事会

9

1 金 9：30 新入会員研修会

13 水 9：00 入会説明会

19 火
配分金振込

予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

20 水 9：00 入会申込日

28 木 9：00 定例理事会

29 金 9：30 新入会員研修会

10

11 水 9：00 入会説明会

17 火
配分金振込

予約制 就業相談日（下の表を参照ください）

18 水 9：00 入会申込日

26 木 9：00 定例理事会

27 金 9：30 新入会員研修会

※今後の予定につきましては、状況により変更する
場合がございますので、予めご承知おきください。 入

会
説
明
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
０
４
２―

５
６
５―

０
５
３
１

今
期
よ
り
、
広
報
委
員
は
、
理
事

３
名
・
委
員
３
名
の
合
計
６
名
に
て

活
動
を
い
た
し
ま
す
。

会
員
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
を
目
指

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
広
報
委

員
会
も
十
分
な
取
材
活
動
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
は
取
材
と
編

集
作
業
を
継
続
し
て
、
幅
広
い
情
報

と
、
会
員
皆
様
に
役
立
つ
記
事
を
提

供
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
作
品
・
投
稿
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

写
真
・
絵
画
・
彫
刻
・
手
芸
な
ど

の
作
品
／
紀
行
文
／
川
柳
／
「
私
の

ふ
る
さ
と
」
の
投
稿
等
、
何
で
も
結

構
で
す
。

投
稿
は
必
要
に
応
じ
て
写
真
を
添

付
い
た
だ
き
、
郵
送
、
持
参
の
ど
ち

ら
で
も
結
構
で
す
。

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
投
稿
に

は
、
お
礼
を
差
し
上
げ
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
投
稿
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
作
品
・
投
稿
募
集

編
集
後
記
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